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差別のない明るい社会を　12月10日は人権デー

　
十
二
月
十
日
は
「
人
権
デ
ー
」
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九

四
八
年
）
の
こ
の
日
、
第
三
回
国
連
総
会
で
「
既
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
わ
が
国
で
も
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
た
め
の
、
様
々
な
活
動
を
繰
り
広

女
性
と
人
権

　
男
女
平
等
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

現
代
に
お
い
て
も
「
女
の
く
せ
に
」

と
い
っ
た
考
え
方
が
根
強
く
残
っ

て
い
た
り
、
男
女
の
役
割
を
固
定

的
に
考
え
た
り
し
て
、
女
性
の
地

位
が
低
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
’
７
し
た
考
え
方
は
、
わ
が
国

の
封
建
社
会
に
お
い
て
、
身
分
を

固
定
化
す
る
た
め
に
、
世
襲
性
を

守
ら
せ
た
こ
と
か
ら
き
て
い
未
丁
。

家
名
や
家
柄
か
寺
り
続
け
て
い
く

た
め
に
、
家
の
「
あ
と
つ
ぎ
」
と
し

て
長
男
が
大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
結
婚
に
つ
い
て
も
、

女
性
が
男
性
の
家
に
嫁
入
り
を
す

る
も
の
と
考
λ
β
れ
て
き
ま
し
た
。

嫁
は
、
「
家
」
の
た
め
に
働
く
こ

と
、
「
親
に
従
い
、
夫
に
従
い
、

子
に
従
う
」
こ
と
が
つ
と
め
と
さ

れ
、
極
め
て
低
い
地
位
に
置
か
れ

た
の
で
す
。

　
差
別
は
、
一
定
の
社
会
関
係
の

中
で
発
生
し
、
形
成
さ
れ
る
も
の

▼
京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
主
催

　
平
成
３
年
度
「
人
権
擁
護
啓
発
ポ

　
努
力
賞
　
東
宇
治
中
学
校
３
年

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

椋
本
美
由
樹
さ
ん
の
作
品

平
成
７
年
度
の
完
成
目
指
し

植
物
公
園
の
建
設
に
着
手

市植物公園建股工亭起工屁

ト
起
工
式
で
式
辞
を
述
べ
る
池
本
市
長

　
去
る
十
一
月
十
九
日
、
宇
治
市
植
物
公
園
の
建
設

工
事
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
は
、
太
陽
が
丘
の
西
隣
、
広
野
町
八
軒

屋
谷
に
設
ｍ
す
る
も
の
で
、
総
面
積
は
約
十
ベ
ク
タ

ー
ル
、
平
戌
七
年
度
の
完
成
か
予
定
。
緑
を
通
し
て

豊
か
で
快
適
な
都
市
環
境
m
備
す
る
た
め
の
『
緑

の
文
化
拠
き
を
目
指
し
て
お
り
、
栽
培
知
識
の
普

及
、
樹
木
・
草
花
の
販
売
、
各
種
催
し
の
開
催
な
ど

が
で
き
る
施
設
も
備
え
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
主
な
施
設
は
、
緑
の
館
（
管
理
棟
）
、
温
室
、
花
壇
、

花
の
広
場
、
花
木
園
・
見
本
園
、
修
景
池
、
棚
田
・

芝
生
広
場
、
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
タ
ウ
ン
（
案
内
所
・
売

店
ほ
か
）
、
ハ
ー
ブ
園
、
媛
恂
緑
地
な
ど
で
す
。

げ
て
い
ま
す
。

　
人
類
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
多
く
の
犠
牲
を
は
ら
い
、

悲
し
み
と
苦
し
み
の
中
か
ら
培
っ
て
き
た
「
人
権
」
－
こ

の
機
会
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
互
い
の
人
権
を
推
重
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
か
み
し
め
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
共
に

喜
び
合
え
る
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

で
す
。
女
性
に
対
す
る
差
別
や
不

平
等
、
そ
れ
夕
支
え
る
し
き
た
り

や
偏
見
も
、
そ
の
時
代
の
成
り
立

ち
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
男
は
外
で
仕
事
、
女
は
内
で

家
事
・
育
児
」
と
い
う
性
別
に
よ

る
役
割
分
担
が
、
当
然
の
ぷ
つ
に

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
本
当
に
人
間
ら
し
い
あ
り
方

か
＼
＼
？
＼
か
、
世
界
的
に
も
問
い
直

き
れ
、
「
女
子
差
別
撒
廃
条
約
」
で

も
、
男
性
と
女
性
の
枠
か
越
え
て

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
力
説

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
基
本
的
人
権
の
尊
誼
」
舎
果

理
念
の
一
つ
と
ず
る
｀
撲
が
施
行

さ
れ
て
四
十
五
年
を
経
た
現
在
、

こ
の
患
法
の
下
で
育
っ
た
人
々

が
社
会
で
重
要
な
役
割
奎
果
た
す

ぷ
つ
に
な
り
、
民
主
主
義
が
定
着

し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
一
的
に
も
、
人
権
m

a
す
る
考
え
方
が
大
４
ぐ
高
ま
っ

同和問題啓発

映画・ビデオの貸し出し

和
問
題
に
関
心
を
持
つ
人
々
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

　
し
ぶ
し
、
関
心
忿
持
ち
な
が
ら

も
、
正
し
ぐ
理
解
す
る
機
会
が
少

な
く
、
身
近
な
人
か
ら
間
い
た
知

識
や
断
片
的
な
知
識
し
か
得
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
自
分
と
は
関
係
の

な
い
事
だ
と
避
け
た
り
す
る
な
ど
、

正
し
ぐ
理
解
・
認
識
で
き
て
い
な

い
人
も
多
い
ぶ
フ
で
す
。

・
市
で
は
、
人
権
週
間
記
念
講
演

会
を
開
催
し
た
り
、
公
民
館
講
座

の
中
で
、
同
和
問
題
や
人
権
問
題

を
取
り
上
げ
た
り
す
る
な
ど
、
同

和
問
題
を
理
解
し
、
学
ぶ
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
や
職

場
、
学
校
な
ど
で
の
同
和
問
題
学

習
会
や
研
修
会
に
は
、
同
和
問
題

啓
発
の
映
画
や
ビ
デ
震
害
Ｕ
出

し
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
の
解
決

を
自
ら
の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
、
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
人
で
も
、
社
会
全
体
で
も
、

一
つ
の
差
別
を
許
す
こ
と
は
、
他

の
多
く
の
差
別
を
許
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
差

別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
他

の
差
別
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

課 題　　　　名 規　格

同

和

対
策
室

一
内

線

３
０

３－

結　　婚

美しい季節

誕　　生

ひまわり

五十年の沈黙

燃ゅる街

早　　春

竹の子のうた

雨の指もじ

呂夫の日記

ちいさな指輪

出　会　1ゝ

約　　束

日本の歴史と部落問題I - III

16'･.　55分

16',, 54分

16'･j　55分

16', 55分

16'，54分

16'･，90分

16',　54分

16',. 54分

16'･I 55分

ビデオ54分

ビデオ55分

ビテ･ォ55分

ビデオ55分

ビデオ据0分

社

会

教
育

課

一
内

線
４

７

４
－

おばあちゃんの述言

夜明けをめぎして

星がきれいに兄える町

春を呼ぶうずしお

いぷ　き

波きらめくとき

希望への道

ちいさな指輪

友子よ晴れない霧はない

撫子(なでしこ)の花の咲くころ

結　　婚

16',. 55分

16'･. 30分

16'., 54分

16-. 5?分

16'･. 52分

16'･･ . 52分

16'. 58分

16',, 55分

16', 42分

ビデオ55分

ビデオ55分
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（※）ビデオはV H S だけです
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源氏ろまん91盛り上がっ

て閉幕 　
十
一
月
土
ハ
・
十
七
日
の
二
日
間
、
紫
式
部

文
学
賞
創
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
『
源
氏
ろ
ま
ん
ひ

を
開
催
。
会
場
の
宇
治
公
園
や
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、
多
く
の
来
場
者
で
に
が
わ
い
ま
し
た
。

　
文
化
セ
ン
タ
↓
ハ
ホ
ー
ル
で
の
紫
式
部
文
学
賞
・
市
民
文
化
賞
受
賞
式
で
は
、
池

本
市
長
が
両
賞
の
受
賞
者
に
、
市
内
在
住
の
藤
庭
賢
一
さ
ん
作
の
正
賞
（
青
銅
製
の

像
）
欠
贈
呈
【
写
真
下
】
。
ま
た
、
平
等
院
鳳
凰
堂
の
前
で
は
、
宇
治
十
帖
を
テ

ー
マ
に
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
【
写
真
上
一
。

あ
な
た
も
わ
た
し
も
守
ろ
う
人
権

1
2
月
５
日
南
に
人
権
特
設
相
談
所
開
設

　
城
南
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、

京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
と

市
で
は
、
人
権
週
間
行
事
の
一

環
と
し
て
、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
浙
歪
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
求
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
５
日
田
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
宇
治
・
広
野
・
木
幡
の
各
公

民
館
▼
相
談
内
容
・
：
Ｏ
差
別
を

受
け
た
り
、
名
誉
・
信
用
を
侵

さ
れ
た
＠
人
に
い
や
が
ら
せ
を

さ
れ
た
り
。
義
務
の
な
い
こ
と

人権擁護委員（敬称略）

佐
萎
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
Ｏ

児
童
・
牛
徒
が
い
じ
の
β
れ
た

り
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い

る
○
女
性
・
子
供
・
老
人
な
芦
)
？
:

虐
待
さ
れ
て
い
る
Ｏ
騒
音
・
悪

臭
・
ば
い
煙
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
Ｏ
離
婚
・
扶
養
・
相
続
な
ど

家
庭
の
な
め
ご
と
で
困
っ
て
い

る
、
な
ど
。

　
ま
た
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
の
自
宅
で
も
。
随
時
相
談
に

応
じ
て
い
未
了
。
直
接
ご
連
絡

く
だ
さ
鴫

氏　名 住　所 電　話

青山　一雄宇治善法11の５ 21－4380

東　重子 羽拍子町22 43－7723

飯塚　久子木幡桧i£32 31－8792

井戸田　侃木幡熊小路４の８31－8489

北川　　稔伊勢田町毛語40 41－7260

柴田　定洽木幡平尾17の63 32－6620

谷口　武治宇冶宇文字11の1221－4611

福島　秀次広野町寺山53の３43－2689

藤原　了孝五ヶ庄大林43の１31－8532

前川　桂子菟道丸山１の69 21－3458

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

○国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう………

○差別のない明るい社会を築こうい　六十Iニ△　＼

　　●部落差別・外国人差別などあらゆる差別をなくそう∧

　　●女性の地位を高めよう’゜

　　●障害者の完全参加と平等を実現しよう

○いじめ・体罰の根を絶とう

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1333

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
は
、
1
2
月
1
日
午
後
8
時
か
ら

‘
9
1

12月の市役所土曜閉庁は

14日・28日です

活
動
の
重
点
項
目

人
権
思
想
啓
発

同
和
問
題
の

解
決
を

み
ん
な
の

力
で

生
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
権
夕
尊
重
す
る
社

一
笞
つ
く
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い

心
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の

凭
に
は
、
今
な
お
同
和
地
区
の

八
々
に
対
す
る
差
別
、
女
性
に
対

タ
る
差
別
、
心
身
に
障
害
か
痔
っ

六
に
対
す
る
差
別
、
在
日
韓
国
・

禅
笑
に
対
す
る
差
別
な
ど
、
い

り
れ
の
な
い
偏
見
や
差
別
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
同
和
地
区
の
人
々
に

万
す
る
差
別
は
「
同
和
地
区
に
生

ざ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、

祐
婚
や
交
際
を
の
ぐ
っ
て
差
別
的

彗
暴
や
扱
い
か
受
け
る
、
希
望

一
る
仕
事
に
つ
け
な
い
、
あ
る
い

は
不
安
定
な
生
活
の
た
め
に
十
分

な
教
育
が
受
け
ら
元
な
い
な
べ

Ｊ
迦
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権

置
「
な
お
侵
害
し
て
お
り
、
早
急

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

吸
も
深
刻
で
重
大
な
襲
顛
題
な

り
で
す
。

　
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
、

付
政
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課

題
で
あ
る
と
し
た
、
国
の
同
和
対

策
審
議
会
答
申
が
出
さ
れ
て
、
二

主
八
年
が
経
過
に
歪
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
間
に
、
同
和
問
題
の
解

沃
を
目
指
す
法
律
が
制
定
さ
れ
、

種
々
な
事
業
が
取
り
組
ま
れ
、
一

だ
の
成
果
名
に
Ｉ
げ
て
き
ま
し
た
。

＊
;
'
こ
、
μ
鴇
μ
叱
’
に
ｗ
e
司
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国保は皆さんの健康を応援します！

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
お
金
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
な
ど

の
万
一
の
場
合
に
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
制
度
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
も
、
そ
の
重
要
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
市
で
も
、
昭
和
六
十
三
年
に
厚
生
省
か
ら
、
健
康
な
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
ヘ
ル
ス
パ

イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

皆
さ
ん
が
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
●
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
国
民
健
康
保
険
課
（
内
線
５
１
４
）
へ

い
き
い
き
と
し
た
生
活
の
た
め
に
は
、
健
康
管
理
だ
け

で
な
く
健
康
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
は
何
か
体

に
い
い
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

健
康
診
査
で

上
手
に
健
康
管
理
を

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加
入

者
を
対
象
に
半
日
人
間
ド
″
ク
の

補
助
事
業
な
ど
を
行
い
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
意
識
普

及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
シ
し

た
中
で
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
意

識
も
年
々
向
上
し
、
人
間
ド
″
ク

の
申
込
希
望
者
も
増
加
。
そ
れ
に

ふ
Ｂ
せ
て
、
定
員
枠
か
広
げ
、
年

齢
制
限
を
緩
和
す
る
な
ど
、
そ
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
で
。

　
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健

康
診
査
は
、
受
け
る
が
け
で
な
く
、

結
果
の
正
確
な
把
握
と
早
期
の

治
療
、
日
常
生
活
の
改
善
な
ど
の

対
策
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

受
診
後
の
対
策
と
し
て
、
保
健
婦

に
よ
る
訪
問
指
導
や
健
康
教
室
も

国保半日人間ドック

◆第2次募集受け付け中◆
　
平
成
四
年
一
月
生
一
河
受
診
分
を
募
集

中
で
す
。
通
常
、
男
性
三
万
九
千
百
四
十

円
・
女
性
四
万
二
千
二
百
三
十
円
の
と
こ

ろ
蔵
そ
れ
ぞ
れ
一
万
千
七
百
四
十
円
・

一
万
二
士
〈
百
七
十
円
で
受
診
宮
家
ヂ
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
…
健
診
時
に
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
①
国
保
に
引
き
続
き
１
年
以

上
加
入
②
3
5
歳
以
上
7
0
歳
未
満
③
２
年
度

に
受
診
し
て
い
な
い
④
現
在
、
入
院
中
や

妊
娠
中
で
は
な
い
▼
申
し
込
み
・
：
被
保
険

者
証
と
印
鑑
か
痔
っ
て
国
民
健
康
保
険
課

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
同
課
（
内
線
５
１
４
）

へ
。

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
Ｉ
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
始
め
よ
う

健
康
づ
く
り

　
こ
れ
ら
の
健
康
管
理
対
策
が
予

防
の
た
め
の
帰
り
の
健
尹
と

す
れ
ば
、
健
硯
つ
く
り
や
健
康
増

進
対
策
は
、
積
極
的
な
。
攻
め
の

健
尹
と
言
え
ま
す
。
市
国
保
で

は
、
。
守
夕
だ
労
な
く
。
攻

め
の
健
康
公
党
実
さ
せ
る
た
め
、

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業

安
定
運
営
に
ご
協
力
く
だ
ざ
い

　
市
国
保
の
医
療
費
は
、
こ
れ

ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
た
よ

う
に
、
全
国
平
均
よ
口
か
な
り

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
入
院
分
の
医
療
費
が
目

立
っ
て
高
い
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
院
外
分
（
外

来
分
）
に
つ
い
て
も
、
最
近
急

激
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
（
下

表
参
照
）
。

　
市
国
保
で
は
、
昭
和
六
十
三

年
度
か
ら
「
国
保
事
業
運
営
安

定
化
計
画
」
を
作
り
、
国
保
財

政
の
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
年
度

に
は
ぷ
つ
や
く
累
積
赤
字
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

加
入
者
の
高
齢
化
に
加
え
、
医

療
内
容
そ
の
も
の
の
高
度
化
な

ど
に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
の

増
加
は
導
徴
賊
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
現
在
も
目
主
的
に
次

の
よ
ラ
な
「
安
定
化
計
画
」
を

作
成
し
、
取
り
組
み
を
続
け
て

い
未
了
。

　
①
レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実

②
市
民
、
加
入
者
と
の
連
携
強

化
③
保
健
事
業
の
推
進
④

在
宅
ケ
ア
の
推
進
　
⑤
医
療
機

関
な
ど
の
適
正
配
置
　
⑥
保

健
・
福
祉
・
教
育
な
ど
関
連
施

策
の
推
進
⑦
保
険
料
収
納
率

の
向
上

の
維
持表市国保医療費の推移（4～9月診療分）

⑧
健
全
な
国
保
財
政
　
　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　12.7億

　　　入院外分　11 ｡5億

ノ

意
　　一一一
　／／‾　　　入院分

10

9.6(t ´

(S円)

１
　
　
１
　
　
１
　
　
１

H3H2H元

の
指
定
夕
受
け
て
以
来
、
▽
市
政

だ
よ
り
や
国
保
だ
よ
り
な
ど
で
の

広
報
活
動
▽
健
康
・
体
力
づ
く
り

事
業
の
支
援
▽
各
行
事
で
の
健
康

相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
▽
地
域
の

保
健
・
医
療
問
題
を
考
え
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
″
シ
ョ
ン
の
開
催
▽

『
宇
治
市
医
療
費
白
書
』
の
刊
行
な

べ
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い

孚
。

　
さ
ら
に
、
社
会
全
体
の
高
齢
化

が
進
な
中
で
、
今
年
か
ら
は
特
に
、

高
齢
者
の
健
辰
つ
く
り
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、
今
年
八
月
に
、
明

10月19ai±)に開かれた｢宇治市長寿社会フェスタ'91｣、ヘルスパイ

オニアタウンのイメージソング゛みどりの健康な街゛の発表や、ト

ークショー､パネルディスカッションなどの内容で､豊かな長寿社

会をつくるためにどうすればいいか､参加者全員て考えました

９

つ

０

第
9
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
を
募
集
！

大勢のランナーと一緒に走

ってみませんか

　
第
九
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は
、
平
成
四
年
二
月
二
十
三

日
旧
に
開
催
さ
れ
季
ｙ
。
毎
年
、

他
府
県
か
ら
も
多
く
の
走
者
が

参
加
し
、
宇
治
の
冬
の
ス
ポ

ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て

い
る
こ
の
大
会
に
、
市
民
の
皆

一
ａ
ａ
一
一
嗇
Ｉ
・
・
一
●
一
一
●
準
一
●
・
・
●
・
・
・
一
●
ｓ
ｌ
ａ
一
一
一
Ｉ
ｓ
嗇
Ｉ
Ｉ

る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
の
実
現
の

だ
め
の
「
宇
治
市
長
寿
社
会
プ
ラ

ン
（
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
）
」

を
作
成
。
ま
た
十
月
に
は
、
こ
の

プ
ラ
ン
の
内
容
を
市
民
の
皆
Ｊ
｛
ん

に
報
告
し
、
啓
発
を
行
シ
た
め
の

　
「
長
寿
社
会
フ
ェ
ス
タ
9
1
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
市
国
保
で
も
、
こ

の
フ
ェ
ス
タ
や
様
々
な
活
動
を
通

じ
て
、
高
齢
者
の
健
凧
つ
く
り
に

努
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
未
丁
。

　
　
　
　
　
◇

　
だ
れ
も
が
健
康
で
、
明
る
く
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
街
－
・
。
市

国
保
で
は
、
そ
ん
な
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
積
極
的
に

参
加
し
、
自
ら
の
健
凩
つ
く
り
に

役
立
て
て
ぐ
だ
さ
い
。

さ
ん
も
奮
っ
て
ご
参
加
匁

　
▼
と
き
・
：
４
年
２
月
2
3
日
間

　
（
雨
天
決
行
）
▼
種
目
…
Ｏ
５

‘
Ｅ
の
部
＝
中
学
生
男
・
女
、
一

般
（
高
校
生
以
占
男
・
女
、

壮
年
男
子
（
4
0
歳
以
上
）
・
女
子

　
（
3
5
歳
以
上
）
◎
1
0
J
の
部
＝

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
4
日
出
、
午

後
１
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と

こ
ろ
…
黄
柴
体
育
館
▼
対
象
…

1
5
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不

可
）
▼
定
員
…
各
先
着
3
0
人
▼

受
講
料
…
1
0
0
0
円
（
要
印

鑑
）
▼
申
し
込
み
・
：
８
日
間
、

午
前
９
時
か
ら
直
接
同
館
（
容

3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。
顔
写
真

（
３
ｔ
Ｘ
２
・
５
ｔ
）
が
必
要
。

　
「
大
歩
民
デ
ー
」

　
歩
　
こ
　
う
　
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
８
日
㈲
（
雨

天
時
は
1
5
日
間
）
、
午
前
８
時
半

宇
治
公
民
館
集
合
▼
行
程
・
：
太

陽
が
丘
・
天
ヶ
瀬
ダ
ム
方
面
、
約

1
0
～
▼
持
ち
物
…
昼
食
、
水
筒
、

雨
具
な
ど
。
交
通
費
は
自
己
負

一
般
男
・
女
◎
2
0
‘
Ｅ
の
部
上

般
男
・
女
▼
参
加
資
格
・
：
中
学

生
以
上
で
健
康
な
人
▼
参
加
費

上
般
＝
2
5
0
0
円
、
高
校

生
＝
1
5
0
0
円
、
中
学
生
p

1
0
0
0
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
所

定
の
申
込
書
に
参
加
費
か
添
え

て
、
４
年
１
月
1
6
日
困
（
必
着
）

ま
で
に
卸
宇
治
市
体
育
協
会
第

９
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局
（
〒
Ⅲ
五
ケ
圧
三
番
割
・

黄
柴
体
育
館
内
、
容
3
2
・
1
9

0
5
）
へ
▼
問
い
｛
Ｂ
せ
・
：
同

事
務
局
へ
▼
そ
の
他
・
・
・
1
0
位
ま

で
の
人
に
は
賞
状
・
賞
品
を
。

ほ
か
に
も
第
９
回
大
会
に
ち
な

ん
だ
「
特
別
μ
蜃
授
与
し
ま
す
。

担
▼
問
い
合
わ
す
：
木
村
長
次

さ
ん
（
a
2
1
・
3
6
3
3
）
へ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

　
▼
と
き
…
1
2
月
８
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
を
中
心
に
▼
持
ち
物

・
・
・
ゴ
ム
底
の
靴
▼
参
加
費
・
：
３

０
０
円
▼
参
加
…
直
接
会
場
へ

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
中
塚
茂
さ
ん

　
（
豊
2
2
・
2
9
4
8
）
へ
。

　
府
民
レ
ク
リ
ェ
ー

　
シ
ョ
ン
大
会
と
太

　
陽
が
丘
ニ
ュ
ー
ス

　
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
１
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
・
太
陽
が
丘
▼
内
容
…
ｏ
球
技

場
Ｂ
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

コ
ー
ナ
ー
○
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
＝

チ
ャ
レ
ン
ジ
ー
ザ
ー
ゲ
ー
ム
指

導
者
講
習
会
（
終
了
後
、
指
導

員
認
定
が
受
け
ら
れ
ま
す
）
、
イ

乙
回
ア
カ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
○
公
園
全
体

＝
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
。
雨
天
時

は
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
だ
け
▼
参
加

・
・
・
無
料
。
直
接
会
場
へ
。

1334

スポー

ツ

地
域
医
療
の
在
り
方
を
考

え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
　
ハ
ー
ト
Ⅲ

～
老
後
を
ど
う
生
き
る
か

～
1
2
／
2
1
（
士
）
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）
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●
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●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
・
●
一
一

市
民
の
ひ
ろ
ば

市
役
所
の
代
表
番
号
は
電
話
2
2
・
3
1
4
1
で
す

　
高
齢
者
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
1
0
日
㈹
午
前
９

時
半
ト
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
…
木

幡
公
民
館
▼
内
容
・
：
米
と
栄
養
の

話
、
米
を
使
っ
た
料
理
の
実
習
▼

対
象
…
6
5
歳
以
上
の
人
▼
定
員
・
・
・

先
着
2
4
人
▼
指
導
・
：
食
生
活
改
善

推
進
昌
「
若
葉
の
会
」
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
持
参
品
・
：
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
、
筆
記

用
具
▼
申
し
込
み
・
・
・
２
日
㈲
か
ら

同
館
(
a
3
2
・
8
2
9
0
）
へ
。

　
女
性
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

　
▼
と
き
…
１
月
1
3
日
囲
～
２
月

2
7
日
閑
の
毎
週
月
・
火
・
木
・
金

曜
、
午
後
１
時
～
５
時
。
全
2
6
回

▼
と
こ
ろ
…
城
南
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
▼
受
講

料
・
・
・
無
料
（
教
材
は
各
自
負
担
）

▼
申
し
込
み
・
：
1
2
月
９
日
囲
～
Ｈ

日
出
に
、
本
人
が
同
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
（
要
印
鑑
）
。
1
2
月
1
7
日
脚
に

同
セ
ン
タ
’
・
‘
で
抽
選
後
、
面
接
し
、

後
日
決
定
を
通
知
し
求
了
▼
問
い

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
4
日
出
・
1
5
日

旧
・
1
6
日
間
の
い
ず
れ
か
の
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤
一

労
者
福
祉
会
館
▼
定
員
・
：
各
塞
？

2
4
人
▼
講
師
…
星
野
美
智
子
さ
ん

▼
受
講
料
…
1
5
0
0
円
（
材
料

費
）
▼
持
言
Ｔ
エ
プ
ロ
ン
、
筆

記
用
具
、
持
ち
帰
り
容
器
▼
申
し

込
み
…
1
0
日
㈹
ま
で
に
同
会
館

　
（
容
4
6
・
0
7
8
0
）
へ
。

　
正
月
用
着
付
け
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
７
日
出
・
８
日

閲
の
い
ず
れ
か
の
午
後
１
時
～
４

時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤
労
者
福
祉

会
館
▼
定
員
…
各
先
着
4
0
人
▼
講

師
・
・
・
・
斉
藤
喜
美
枝
さ
ん
▼
受
講
料

…
無
料
▼
持
参
品
・
・
・
着
物
、
帯
、
小

物
一
式
▼
申
し
込
み
…
６
日
出
ま

で
に
同
館
（
き
4
6
・
0
7
8
0
）
へ
。

タ

　
1 2
月
の

　
成
人
歯
科
健
康
診
査

　
成
人
期
以
降
の
歯
の
喪
失
原
因

と
な
る
歯
周
疾
患
な
戸
蚤
早
期
に

発
見
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
５
日
～
2
6
日
の

吸
栄
曜
、
午
後
１
時
半
～
３
時

半
▼
と
こ
ろ
・
：
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー
▼
費
用
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：

高
齢
者
福
祉
課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶

3
3
、
内
線
３
６
０
）
へ
郵
便
か
来
庁

で
。

　
小
児
ぜ
ん
息
と

　
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演
会

　
▼
と
き
…
1
2
月
６
日
出
午
後
１

時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
府
宇
治

地
方
振
興
局
▼
内
容
・
・
・
○
講
演

　
「
小
児
ぜ
ん
息
と
ア
レ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
」
―
国
立
療
養
所
南
京
都

病
院
小
児
科
医
長
・
細
井
進
さ
ん

○
質
疑
応
答
▼
申
し
込
み
…
４
日

閑
ま
で
に
宇
治
保
健
所
［
酋
9
1
］
・

青
空
キ
ヤ
ン
ド
ル

づ
く
り
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
に
使
シ
キ
ャ
ン
ド
ル

時　　ル

Ｓ▼を

午　　作釦５１
９

３　Ｅ　ま

日々12し

　゜月　よ
実Ｍえ

中（日）
止午

▼前

と10

こ
ろ
…
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

（
送
迎
車
あ
り
）
▼
対
寧
：
小
学
生

以
上
▼
定
員
・
：
先
着
5
0
人
▼
費
用

…
中
学
生
以
下
と
6
0
歳
以
上
は
５

０
０
円
、
大
人
Ｉ
Ｄ
０
０
円
（
親

子
の
場
合
、
親
は
８
０
０
円
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
市
民
体
育
課
（
内
線
４

７
８
）
へ
▼
主
催
・
：
宇
治
市
野
外

活
動
協
会
。
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

　
親
子
し
め
な
わ

　
づ
く
り
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
2
5
日
團
、
午
前

９
時
半
Ａ
Ｈ
時
半
と
午
後
１
時
半

～
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ
…
小

介
公
民
館
▼
対
象
・
：
小
学
４
年
生

以
上
の
市
民
▼
定
口
…
各
先
着
4
0

人
▼
指
導
・
：
小
倉
喜
老
会
▼
参
加

費
・
：
大
人
３
０
０
円
、
子
供
２
０

０
円
▼
申
し
込
み
・
：
２
日
剛
か
ら

同
館
（
m
＼
-
4
6
8
7
）
へ
。

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
も
よ
お
し

　
い
ず
れ
も
、
会
場
は
同
セ
ン
タ

大
久
保
町
旦
椋

　
多
田
奈
津
美
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
Ｈ
２
・
Ｈ
・
2
1
①

／･芦

･－－い･

Iμ

‐
‐
（
a
4
4
・
7
4
4
7
）
。

　
《
松
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
づ
く
り
〉

　
▼
と
き
…
1
2
月
８
日
面
午
後
１

時
半
１
４
時
半
▼
対
象
・
：
小
学
生

（
親
子
で
の
参
加
可
）
・
中
学
生
▼

定
員
・
・
・
先
着
2
5
人
▼
参
加
費
・
：
２

０
０
円
▼
持
参
品
…
ニ
″
パ
ー

（
あ
る
人
な
り
）
▼
申
し
込
み
…
同

セ
ン
タ
ー
へ
来
館
か
電
話
で
。

　
〈
版
画
教
室
「
年
賀
状
づ
く
り
」
〉

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
1
5
日
間
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時
▼
対
鰍
：
小
学
生

以
上
▼
定
員
・
：
価
心
3
0
人
▼
材
料

費
・
：
木
版
１
０
０
円
、
ゴ
ム
版
5
0

円
、
ス
チ
レ
ン
版
1
0
円
▼
持
参
品

…
は
が
き
、
弁
当
、
彫
刻
刀
（
あ
る

人
だ
け
）
▼
申
し
込
み
…
同
セ
ン

タ
ー
へ
来
館
か
電
話
で
。

　
〈
お
は
な
し
会
〉

　
▼
と
き
…
1
2
月
Ｈ
日
巾
・
2
5
日

巾
、
午
後
３
時
半
～
４
時
ｙ
対
象

　だれからも愛される。心の優し

い明るい女の子になってね。

　この欄に掲載するお子さん（2年

12月生まれ）を募集しています。今月

10日までに広報課へご連絡ください。

・
：
幼
児
～
小
学
生
低
学
年
▼
参
加

は
自
由
。中央図書館児童書テーマ別図書展示

サンタさんってほんとにいるの？

クリスマスの本を集めて

12/1（日）～27日（金９

そ
の
旨
を
明
記
し
て
ぐ
だ
さ
い
▼

雇
用
・
・
・
応
募
者
は
名
簿
に
登
録
し
、

必
要
に
ら
じ
、
そ
の
中
か
ら
選
考

し
雇
用
に
ま
す
。

　
市
観
光
セ
ン
タ
ー

　
臨
時
職
員
募
集

　
▼
応
募
資
格
・
：
長
期
勤
務
可
能

な
1
8
歳
～
3
0
歳
位
の
女
性
（
学
生

可
）
▼
勤
秘
］
内
９
　
：
観
光
案
内
業

務
ほ
か
▼
勤
務
時
間
・
：
土
・
日
・

祝
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼

勤
務
場
所
・
：
観
光
セ
ン
タ
ー
▼
応

募
方
法
…
市
販
の
履
歴
書
（
要
写

真
）
を
同
セ
ン
タ
人
〒
6
1
1
宇
治
塔

川
２
、
昔
2
3
・
3
3
3
4
）
へ
。
追
っ

て
面
接
日
な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

　
排
水
設
備
工
事
の

　
公
認
業
者
指
定
申
請

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
２
日
剛
～
2
0
日

倒
▼
申
詰
方
法
・
指
定
の
要
件
…

下
水
道
事
務
所
管
理
普
及
課
（
豊

3
1
・
8
4
7
6
）
へ
問
い
合
わ
せ
を

　
第
1
9
回
市
民
絵
画
展

　
ｙ
と
き
…
１
９
一
月
５
日
田
～
８
日

㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
（
８
日

は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
・
：

中
央
公
民
館
▼
展
示
内
容
…
日
本

画
・
洋
画
・
水
彩
画
▼
主
催
…
宇
治

市
民
絵
画
展
実
行
委
員
会
。

　
社
会
保
険
相
談
所

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
相
談
専
門
員
が
相

談
に
応
じ
康
７
．

　
ｙ
と
き
・
血
月
1
3
日
訟
午
後
１

時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
：
未
幡
公
民

館
▼
問
い
合
わ
す
・
・
福
祉
年
金
課

国
民
年
金
係
（
内
線
２
９
９
）
へ
。

　
国
民
年
金
保
険
料
納
付

　
２
種
類
の
口
座
振
替

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
保
険
料

を
振
り
込
む
場
合
、
毎
月
納
付
と

前
納
納
付
の
二
種
類
の
方
法
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
毎
月
納
付
は
、
申
し
込
み
手
続

き
か
そ
の
月
の
二
十
日
ま
で
に
し

車
左
、
翌
月
か
ら
毎
月
二
十
七

日
に
引
壹
洛
と
さ
れ
る
と
い
シ
も

の
で
す
。
前
納
納
付
は
、
申
し
込

み
手
続
壹
京
め
年
の
三
月
二
十

日
ま
で
に
し
ま
す
と
、
四
月
二
十

七
日
に
一
年
分
ま
と
め
て
引
き
落

と
さ
れ
る
と
い
シ
も
の
で
、
保
険

料
の
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
（
三

年
度
の
割
引
額
は
、
年
間
二
土
〈

百
十
円
）
。

　
な
お
、
年
度
途
中
に
前
納
納
付

を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
そ
の
年

度
は
毎
月
納
付
と
な
り
ま
す
が
、

翌
年
度
か
ら
は
毎
年
四
月
二
十
七

日
の
一
括
引
壹
洛
と
し
に
な
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
福
祉
年
金
課
国
民
年

金
係
（
内
線
３
０
０
）
へ
。

くらしの資金
　冬期貸し付け
申し込みは12月14日(土)まで

　
失
業
や
病
気
、
事
故
な
ど
で

生
活
に
お
困
り
の
世
帯
に
、
生

活
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

▽
貸
付
金
額
・
：
年
間
1
0
万
円
以

　
内
（
夏
期
・
冬
期
合
計
）

▽
貸
付
条
件
・
：
無
利
子
・
無
担

　
保
。
返
済
は
４
ヵ
月
据
え
置

　
き
の
2
0
回
月
賦

｀
Ｉ
一
－
1
1
1
1
1
1
自
自
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

1
1
1
1
1
自
自
1
1
1
1
1
1
1
ｔ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
－
自

▽
対
象
・
・
・
１
９
一
月
１
日
現
在
、
市

　
内
に
６
ヵ
月
以
上
、
住
民
登

　
録
か
外
国
人
登
録
が
あ
り
、

　
収
入
が
生
活
保
護
基
準
の

　
Ｉ
・
５
倍
以
内
で
、
冬
期
ボ

　
ー
ナ
ス
の
な
い
世
帯
（
生
活

　
保
護
世
帯
は
、
対
象
に
な
り

　
ま
せ
ん
）
。
既
に
こ
の
資
金

　
を
借
り
て
い
る
世
帯
は
、
貸

　
付
額
の
半
額
以
上
を
返
済
し

　
て
い
る
こ
と

▽
申
し
込
み
・
・
・
地
区
担
当
の
民

　
生
委
員
に
相
談
の
う
え
、
申

　
込
書
に
住
民
票
謄
本
か
添
え

　
て
、
1
2
月
1
4
日
出
ま
で
に
社

　
会
福
祉
協
議
会
（
豊
９
９
　
　
・
５

　
６
５
０
）
へ
。

無
火
災
で
過
ご
そ
う
年
末
年
始

1
2
月
1
0
日
か
ら
1
月
1
0
日
ま
で
火
災
予
防
運
動

　
こ
れ
か
ら
は
、
寒
さ
も
本
格
化
し
、

火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
一
方
、
師

走
の
あ
わ
た
だ
し
さ
が
加
わ
り
、
つ
い

火
の
用
心
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
火
災
か
ら
、
大
切
な
生

命
・
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

消
火
活
動
に
支
障
の
あ
る
迷
惑
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

1335

　
　
一
般
事
務
補
助
臨
時

　
職
員
登
録
者
の
募
集

　
▼
応
募
資
格
…
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
ま
で
勤
務
で
き
る
、

1
8
歳
1
4
5
歳
位
の
女
性
▼
応
募
方

法
・
：
市
販
の
履
歴
書
（
要
写
真
）

を
職
員
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
内

線
２
１
８
）
へ
。
な
お
、
ワ
ー
プ

ロ
や
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
人
は
、

障
害
者
の
日
‘
9
1

手
を
つ
な
ご
う
ふ
れ
あ
い
広
場

　
障
害
者
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ろ
Ｔ
ジ
発
表
、

一

手
話
ク
イ
ズ
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
、
人
形
劇
、
模
擬
店
ほ
か
　
　

一

1 2
月
８
日
㈲
叫
？
昌
総
合
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
‥
宇
治
共
同
作
業
所
H
3
2
・
２
０
２
４

4年度

保育所入所申請
12月11日(和から受け付け

　
平
成
四
年
度
の
保
育
所
入
所
申

請
を
斥
け
付
け
未
丁
。

　
▼
対
象
…
４
年
４
月
１
日
現
在

で
、
生
後
６
ヵ
月
以
上
６
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
保
護
者
が
仕
事
や

病
気
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
場
合

に
限
り
未
了
▼
申
込
用
紙
・
・
・
各
保

育
所
（
園
）
と
保
育
課
（
内
線
３
２

９
）
で
配
布
中
。
申
請
に
は
、
に

親
の
「
在
職
証
明
」
な
ど
、
保
育

で
竟
防
旨
の
証
明
書
が
必
要
▼

申
し
込
み
…
下
表
の
日
程
で
集
中

受
付
か
行
い
ま
す
。
指
定
日
に
申

し
込
み
が
で
き
な
い
人
は
、
1
2
月

　
　
N
O
日
出
午
後
５
時
ま
で
に
保
育
課

へ
。
４
年
度
も
引
露
７
叉
所
を

希
望
の
場
合
は
、
1
2
月
９
日
囲
Ｉ

1
2
日
田
に
、
現
在
入
所
中
の
保
育

所
（
園
）
に
必
要
書
類
の
提
出
侃

　
《
産
休
明
け
・
昼
間
里
親
制
度
》

　
四
年
二
月
二
日
ま
で
に
出
生
届

が
出
さ
れ
た
六
ヵ
月
未
満
の
乳

児
に
つ
い
て
も
、
保
育
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
園
に
よ
り
保
育

開
始
月
齢
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
。
個
人
の
家
庭
で
保
育
す

る
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
も
募

集
し
柔
了
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
希

望
ず
る
人
は
、
十
二
月
十
一
日
田

ﾂｼﾞﾄ

一
四
年
二
月
三
日
剛
に
、
保
育
課

へ
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

こ
い
ず
れ
も
、
一
斉
受
付
期
間
を

過
ぎ
て
申
請
し
た
場
合
は
、
期
限

後
（
二
次
的
）
の
扱
い
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

月日 場　所 対　象　園

12/11
　()

のぼり保育iS
北木１保育所･木１保育所

のぼり保育函･明星保育i

伊勢田保育園
伊舅巴保育１・南滴保育ｌ

西小倉保育所・北小倉保育所

12/12
　(木)

大久保保育所
同胞保育園･大久保保育所
くりくま保育園

桓島保育所
いずみ保育園
植島保育所

12/13
　白

小倉双葉園
　　保育所

Elf保育所・ひいらぎ保育園

小倉双葉@J保育所

なかよし
　　保育園

三室戸保育園・あさひ保育園

なかよし保育園・宇治保育所

○受付時間はいずれも午前io時～午後４時。

-

地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お
正
月

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

京
都
府
共
同
募
金
会
宇
治
地
区
支
会

電
話
2
2
・
5
6
5
0
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

カラオケ騒音防止に
ご協力を！

学
ぷ

健
康

お
楽
し
み

お
知
ら
せ
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　　　献血

●６日(京阪宇治交通〈株〉宇治車庫－10時～

　正午と13時～15時半、京阪宇治交通労働組

　合主催)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎週月曜日(宇治保健所=

9時～10時半。

　ただし,

12月23日、30日は除く)。

　　　相談あんない

●青少年相談(11日､宇治公民館13時～16時)。

●法律相談(S日、12日、19日,

26日、社会

　福祉協議会・き22

･

0600,相談は13時半か

　ら｡受け付けは予約制｡受付順に､相談日･相

　談時間を決めますので、あらかじめ電話で

　問い合わせを。相談日ごと10人)。

●京都府父通事故相談(4日、18日、京都府

　宇冶地方振興局・S21･2049, g時～ie時)。

1……………………………………………………………………ﾖ

：　社会柚祉協議会の年金・結婚・登記・：
●　･-ﾐｰ¬●-●I●=●--･●〃●･－　1･･■　･四’-喝　=Fa--w

；心配ごとなどの相談日程や､行政･人権･

｜消費生活・精神薄弱者相談の日程は、３

：年度版「市民カレンダーと手びき」に掲

ド載。ご利用ください。

｜　このほか、市政相談と一般生活相談は

：市役所市民相談室で。消費苫情相談は自

：　ヽ一゛/iφzj、llJaλ１口l火ｃ　ｌえ.１二4nllj･火･ふ：

：市役所市民相談室で．消費苫情相談は自｜

：治振興課で、教育相談は教育委只会で、｜

：日曜目　閉fT十D≪
R　抑口か除いで尋日-:日曜日、閉庁土曜日、祝日を除いて受けｉ

付け。家庭児童相談は月～金曜日のlO時

～16時に総合福祉会館3階の家庭児童相：

談室(S23 ・ 8698)で，
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こ

「緑ヶ原」は蔭田緑地の工事のため、巡回を中止します。

来春2月29日まで3ヵ月間

リサイクル情報センターを開設

限りある資源を大切に！

　
市
で
は
、
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

品
物
を
、
別
の
家
庭
で
有
効
に
利

用
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま

す
。
今
回
の
開
設
は
三
年
度
後
期

分
と
し
て
、
十
二
月
二
日
か
ら
二

月
二
十
九
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間
で

す
。
譲
り
た
い
も
の
、
譲
っ
て
ほ
し

い
も
の
を
登
録
し
で
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
を

生
か
す
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、

無
償
か
、
で
き
る
だ
け
低
額
で
お

願
い
し
ま
す
。

▼
登
録
方
法
…
品
物
の
提
供
者
・

　
希
望
者
は
、
電
話
、
は
が
き
、

　
ま
た
は
来
庁
で
リ
サ
イ
ク
ル
情

　
報
セ
ン
タ
ー
に
登
録
罵

Ｖ
登
録
項
目
：
巾
品
名
、
型
式
、
規

　
格
、
品
質
な
ど
圀

　
粍
程
度
ぼ
希
四
摺
格
㈲
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
連
絡
先
ぶ

　
そ
の
他
の
希
望
条
件

▼
主
な
取
扱
品
・
：
家
具
、
電
気
製

　
品
、
楽
器
、
石
油
・
ガ
ス
器
具
、

　
ベ
ビ
ー
・
子
供
否
認
お
も
ち

　
や
、
絵
本
、
衣
類
な
戸
際
く
）
、

　
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
用
・
Ｅ
、

　
一
般
家
庭
ｍ
甘
Ｅ
（
食
器
、
洗
剤
、

　
衣
類
、
日
用
に
淫
片
際
く
）
、
学

　
習
用
・
Ｅ
（
雑
誌
・
文
具
夕
殴
く
）

　
な
ど
、
再
利
用
の
価
値
が
あ
り

　
修
理
不
要
な
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
転
売
や
趣
味
な
ど
を
目
的
と
す

　
る
も
の
、
医
療
用
機
材
、
コ
レ

　
ク
シ
ョ
ン
要
素
の
あ
る
も
の
、

　
食
品
、
讐
易
は
取
り
扱
い
ま

　
せ
ん
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▼
品
物
の
取
引
方
法
…
希
望
の
条

　
件
が
ほ
ぽ
一
致
し
た
場
合
、
情

　
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
希
望
者
に
連

　
絡
。
当
事
者
間
で
話
に
Ｘ
回
、

　
結
果
は
1
0
日
以
内
に
希
望
者
か

登録･問い合わせ

リサイクル情報センター

自治振興課消費生活係内

　　　　　（内線385）

　
ら
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
匁

▼
問
題
な
ど
の
処
理
・
・
・
故
障
、
欠

　
陥
、
そ
の
他
の
問
題
が
生
じ
た

　
場
合
は
当
事
者
間
で
解
決
鴛

　
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ

　
ん
。
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年末年始と1月分の

日程表は12月21日号で

12月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（清掃事務所内線316～318） し尿（城南衛生管理組合電話075-631-5171）
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